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研究成果の概要（和文）：自身と鏡像が重ならない構造を持つ特性，キラリティは，その「物」の性質にしばし
ば深く関わる。左右のいずれかの掌性のもののみを生成することが，広い科学・技術分野で重要な課題となって
いる。本研究では，キラルでないプラズモン物質と円偏光を用いた光化学反応を用いて，キラル物質を創出する
ことを目的とした実験を行った。その結果，ある条件下で，特徴的なキラルナノ構造が生成することが見いださ
れ，その掌性は，照射する円偏光の掌性により制御された。モデル系に対して電磁気学シミュレーションを行っ
たところ，プラズモン物質周辺に渦状の光強度分布が発生することがわかり，それがキラル構造生成の要因にな
ったと考えられる。

研究成果の概要（英文）：Chirality is a structural property whereby the original and its mirror image
 cannot be superimposed onto each other. It is deeply correlated with the properties of matter and 
is an important issue in various fields of science and technology, particularly in generating 
exclusively left- or right-handed materials.
In this study, we conducted experiments aimed at creating chiral materials using non-chiral 
plasmonic materials and circularly polarized light. We discovered the generation of characteristic 
chiral nanostructures under certain optimized conditions, with the handedness of the structures 
being controlled by the handedness of the illuminated circularly polarized light.
Electromagnetic model simulations revealed that an optical field with a spiral intensity structure 
was generated in the periphery of the plasmonic material, which may be the origin of the chiral 
structure creation.

研究分野：物理化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
キラリティは，素粒子から分子・ナノ物質，生命，宇宙に至るあらゆる「物」の階層で，その「物」の性質にし
ばしば深く関わる。生命体をつくる分子の殆どがキラルで，右手系か左手系のうち，片方の掌性のもののみでで
きており（ホモキラリティー），その理由は未解明な学術的問題として多くの研究者の興味を引いていると同時
に，医学応用においても重要な課題である。本研究は，円偏光と相互作用するプラズモンの特性を用いて，右手
系か左手系の片方のみを作り出す新たな手法を開拓しようとする，学術的意義を有するとともに，その発展は材
料開発や医療などにも波及しうる社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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